
1 法人の概要

〒 -

（ ） -

常　勤 非常勤 市ＯＢ 市現職 その他

①

②

③

④ 野生生物保全等に関する事業

⑤

2 情報公開の状況

ある ）

作成中・作成計画あり （公開予定時期 平成 年 月 ） 作成予定なし

事業内容 財務状況 役員氏名 その他（ ）

3 職員構成

増 4 減 2 歳

法人独自の給与体系 市の給与体系を準用 その他（ ）

前年度と比較して職員数の増減 常勤職員の平均年齢 40

常 勤職 員の 給与 体系

1

38
臨時職員 17 ― ―

計
正職員 20 0 1

1

臨時職員 17 ― ―
一般職

正職員 18

2
臨時職員 ― ―

7 8

職員

管理職
正職員 2 1

0

役員

計 1 1 0

36

5 6

監事 2 2

うち市派遣

理事 1 1

法人ホームページでの情報の提供内容（作成中の法人においては提供予定内容）

ホームページ以外での情報提供の方法

TV，情報誌等

（単位：人）

常勤 非常勤 合計
うち市ＯＢ

法人のホームページの有無

（アドレス　　http://moriokazoo.org/

代 表 者 船水義一

設 立 目 的

主 要 事 業

盛岡市動物公園の管理運営

電 話 番 号 019 654 8266 設立年月日 昭和63年　3月29日

動植物等に関する調査研究

動植物等に関する知識の普及並びに催物等の企画及び実施

公益事業の推進に資する為に行なう収益事業

　当法人は，盛岡市動物公園の管理，動植物等に関する調査研究及び知識の普及等を行
うことにより，自然に対する認識を深め，情操を育みもって住民の福祉の増進に寄与するこ
とを目的とする。

平成30年度　盛岡市出資等法人　経営状況調査表
（平成30年4月1日現在）

法 人 名 公益財団法人盛岡市動物公園公社 所 管 課 公園みどり課

所 在 地 020 0803 盛岡市新庄字下八木田60番18



4 財政状況等

千円 千円 ％

① （出資等割合 ％）

② （出資等割合 ％）

③ （出資等割合 ％）

④ （出資等割合 ％）

⑤ （出資等割合 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

千円 ％）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

① 千円）

② 千円）

③ 千円）

（貸付金がある場合記入）

千円

％

5 指定管理者となっている公の施設（現在，公の施設の指定管理者となっている団体のみ記入）

施 設 の 名 称 盛岡市動物公園

利用料金収入（平成30年度予算額）

法人の収入全体の

（平成30年度予算額

貸 付 目 的 利用料金対象施設
（利用料金制を採用している施設
がある場合記入）

指 定 管 理 料 内 訳

平成30年度盛岡市動物公園指定管理料 （平成30年度予算額 264,976

（平成30年度予算額

委 託 料 内 訳

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

負 担 金 ・ 交 付 金 内 訳

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

（平成30年度予算額

補 助 金 内 訳

公益財団法人盛岡市動物公園公社運営事業補助金 （平成30年度予算額 20,823

委 託 料 0 （収入全体の

指 定 管 理 料 264,976 （収入全体の 81.4

平成30年度における当
市の財的関与の状況

補 助 金 20,823 （収入全体の 6.4

負担金・交付金 0 （収入全体の

貸 付 金 0 （収入全体の

主な出資等者

盛岡市 100.0

資 本 金
（ 基 本財 産） 30,000 本市出資等額 30,000 本市出資等割合 100.0



6　法人の経営内容の詳細

(1) 取組目標

平成27年度 平成28年度 平成29年度

171,000 175,000 170,000

180,262 158,751 170,165

136,800 140,000 136,000

215,340 174,411 143,909

※　１　中長期計画等を策定している場合，計画に盛込まれている目標等を記載してください。

　 　２　中長期計画等を策定していない法人で，毎年度の目標等を設定している場合は，その目標等を

　　　　記載してください。

　　 ３　毎年度の目標等を設定していない場合は，法人の活動が具体的に数値として表れるものを記載

　　　　してください。

(2)　経営状況

※複数の会計を持つ法人は，合算して記載すること。 （単位：千円，％，人）

平成27年度 平成28年度 平成29年度

総収入 341,388 353,314 352,529

当期収入（A) 332,103 324,816 328,567

基本財産運用収入 213 123 123

補助金等収入 22,993 20,823 20,823

22,993 20,823 20,823

事業収入(C） 308,251 303,615 306,329

43,890 38,212 40,772

650 629 480

263,711 264,774 265,077

繰入金収入 442 86 728

市からの借入金

その他の収入 204 169 564

9,285 28,498 23,962

総支出 312,890 329,352 336,378

当期支出 312,890 329,352 336,378

人件費 174,734 187,753 182,641

事業費（人件費除く） 131,827 133,955 146,259

管理費（人件費除く） 5,626 7,020 6,330

資産取得支出

繰入金支出 442 86 728

その他の支出 261 538 420

収支の状況

④
計画

実績

②催事等参加者人数 人
計画

実績

③
計画

実績

指標名 単位

①入園者数 人
計画

実績

うち市からの指定管理料（E)

前期繰越額

区　　　　　分

会費収入（入会金収入を含む）

うち市からの補助金等(B)

うち自主事業収入

うち市からの委託料（D)



平成27年度 平成28年度 平成29年度

当期収支差額 19,213 ▲4,536 ▲7,811

次期繰越収支差額 28,498 23,962 16,151

331,662 324,730 327,839

312,462 328,728 335,230

19,200 ▲3,998 ▲7,391

276 0 0

0 0 0

276 0 0

資産（G) 110,405 142,297 151,032

うち固定資産 100,495 111,900 122,496

うち流動資産（H) 9,910 30,397 28,536

負債 51,906 88,334 104,881

うち固定負債 38,776 52,382 67,935

うち流動負債（I) 13,130 35,952 36,946

正味財産（J) 58,499 53,963 46,151

うち当期正味財産増減額 19,214 ▲4,536 ▲7,812

75.4 84.5 77.2

52.9 37.9 30.5

8,963.8 8,776.5 9,106.6

6.9 6.4 6.3

85.7 87.4 86.6

常勤役員数（K) 1 1 1

うち本市ＯＢ 1 1 1

うち本市派遣職員 0 0 0

職員総数（L) 36 36 35

うち常勤職員数 35 35 34

うち本市ＯＢ 0 0 0

うち本市派遣職員 1 1 1

うち管理職員数 2 2 2

12.5 12.5 12.5

管理職員比率 5.6 5.6 5.7

職員新規採用数 0 0 0

うち常勤職員数 0 0 0

① 180,262 158,751 170,165

② 381 360 379

③ 22,346 19,880 19,162

④

区　　　　　分

収支の状況

組織の状況

常勤役員比率（常勤役員数/総役員数）

事業指標

入園者数

動物教室（団体数）

動物教室（延べ人数）

財産の状況

財務指標

流動比率（H/I)

自己資本比率（J/G)

職員一人当たり収益高（F/（K+L)）

当期収入に占める市補助金等の割合（B/A)

事業収入に占める市委託料，指定管理料の割合（（D+E)/C)

正味財産
の

状況

経常収益(F)

経常費用

当期経常増減額

経常外収益

経常外損益

当期経常外増減額



平成27年度 平成28年度 平成29年度

補助金額 22,993 20,823 20,823

① 22,993 20,823 20,823

②

③

負担金・交付金額

①

②

委託金額 650 629 480

① 194 184 35

② 456 445 445

上記のうち再委託額

上記業務の委託契約方法

指定管理料 263,711 264,774 265,077

① 263,711 264,774 265,077

②

③

貸付金額

損失補償額

債務保証額

区　　　　　分

平成29年度決算の概要

　平成29年度は，春の大型連休期間が概ね好天に恵まれたこと，スマートフォンアプリの公開，園外での小動
物の触れ合い，冬の閉園期間中の開園日の拡大を実施したこと等により，来園者総数は，170,165人と，平成
28年度の158,751人から11,414人，率にして7.2パーセント上回ることとなりました。動物公園使用料では，同年
度比7.7パーセントの増収となりました。
　財務状況については，行政庁(岩手県)より公益法人認定基準の一つである収支相償の達成を求められたこ
とから，当期収支は赤字となりました。

本市の財
政的関与
等の状況

公益財団法人盛岡市動物公園公社運
営事業補助金

動物引取委託業務

野生生物保全事業

盛岡市動物公園指定管理委託料



７　所管課による財務状況についての点検評価結果

※参考（別紙フローチャートによるチェック）

はい いいえ

1 ○

2 ○

3 ○

4 ○

5

6

7

8

9

　※「累積欠損金」→「正味財産の部合計」

累積欠損金があるが，対自己資本比率は100％超で
ある。

累積欠損金がある。

平成29年度決算において減価償却前黒字である。

事業計画どおりの償却前赤字である。

概ね３年以内に単年度黒字可能である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％未満
である。

累積欠損金があるが，対自己資本比率は50％～
100％である。

（コメント）平成28年度，平成29年度決算において赤字であるが，減価償却前黒字であり，累積欠損金が無い
ことから，財政状況は概ね良好であるといえる。

番号 質問
チェック欄

平成28年度決算において黒字である。

平成29年度決算において黒字である。

B Ａ：良好，　Ｂ：概ね良好，　Ｃ：改善を要する，　Ｄ：大いに改善を要する



フローチャートによる判定 ＜別紙＞
（下記の該当する”Yes”，”No”及びＡ～Ｄを○で囲むこと。また，判定の根拠についてもコメント欄に併せて記載すること。）

累積欠損金額が

Ａ：良好
Ｂ：概ね良好
Ｃ：改善を要する
Ｄ：大いに改善を要する

Ｃ

Ｄ

Ｃ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

Ｄ

対　自己資本比率
100％超

(債務超過）

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｃ

対　自己資本比率
50～100％

事業計画どおりの
累積欠損か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｂ

Ｄ

累積欠損金が
あるか

Ｂ

対　自己資本比率
50％未満

事業計画どおりの
累積欠損か

Ｂ

減価償却前
黒字か

事業計画どおりの
償却前赤字か

概ね３年以内に
単年度黒字可能か

Ｃ

平成28年度決算に
おいて黒字か

平成29年度決算に
おいて黒字か

累積欠損金が
あるか

Ａ

平成29年度決算に
おいて黒字か

Ｙｅｓ Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

ＹｅｓＹｅｓ

Ｙｅｓ

Ｎｏ

Ｎｏ Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

＜損益計算書からみて＞

＜貸借対照表からみて＞

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ


